
ポイント１   軽微ないじめも見逃さない ＜教職員の鋭敏な感覚によるいじめの認知＞ 

①定義に基づく確実ないじめの認知 

教員一人で抱え込まず、学校組織全体で一丸となって取り組む ＜「学校いじめ対策委員会」を核とした組織的対応＞ ポイント２   

 本ページでは、「いじめ防止の取組を推進する６つのポイント」に基づき、教員が必ず取り組む項目を
１８にまとめている。日常における自身のいじめ防止の取組を点検・評価し、改善を図り、対応力を高め
ることが大切である。 

⇒38ページへ 

④学校いじめ対策委員会についての理解 

学校いじめ対策委員会  
いじめ防止対策において中核となる組織 

・年間計画の作成と実施 

・記録の保管と引継ぎ 

・学校サポートチーム会議の実施 

・学校評価の実施や「学校いじめ防止基本方針」の改訂 等 ⇒25～26ページへ 

⑤基本方針の理解 

全教職員、保護者、地域等
による、いじめ防止対策の
在るべき姿の共通理解 

内容について自分の言葉で 

分かりやすく説明できるようにする。 

⇒24ページへ 

⑥学校いじめ対策委員会への報告 

学校いじめ対策委員会  

⇒45ページへ 

⑨学校評価の活用 

被害児童・生徒や保護者からの申立てがあったとき 

も「疑いがある」と考える。 

⑦重大事態の定義・対処 

⇒70ページへ 

いじめ防止において必ず取り組む１８の項目 

○いじめ防止対策推進法に規定されている「いじめ」の定義に
基づき、確実にいじめを認知しているか。 

１ 行為をした者（Ａ）も行為の対象となった者（Ｂ）

も児童・生徒であること 

２ ＡとＢの間に一定の人間関係があること 

３ Ａの行為がＢに対して心理的または物理的な影響を

与えていること 

４ 当該行為の対象となったＢが心身の苦痛を感じてい

ること 

「本当に、いじめに苦しむ 

児童・生徒はいないか」と 

いう視点をもって認知する。 

③年３回以上の研修の実施 

いじめ総合対策【第２次・一部改定】 

下巻［実践プログラム編］等を参考 

教職員一人一人の対応力の向上を図る。 

⇒27ページへ 

○年に３回以上、いじめ防止等のための校内研修やＯＪＴ等
を受け、日常の指導に生かしているか。 

○「学校いじめ対策委員会」の職務内容や構成メンバーに
ついて理解しているか。 

未然防止から
対応まで 

あなたの学校の構成メンバー 

実効性があり、学校として確実に 

やり切っていくための行動計画  
・基本的な考え方 ・組織 

・年間計画 ・対応の手順 等 

組織で情報を 

共有する。 

⑧情報共有シートの活用 

⇒45ページへ 

電子ファイルによる 

情報の共有 

学校評価の結果
や「ふれあい月
間」教職員シー
トを活用した取
組の検証・改善
策の立案 

いじめの定義 学校いじめ対策委員会 

教職員 

報告 

いじめの認知 

 発見 

 協議 

②対応方針・役割分担の協議 

記録の保管・引継ぎ 

被害児童・生徒の心のケア 等    
⇒56ページへ 

○いじめやいじめの疑いのある事例について、学年や「学校いじめ対策委員会」と対応方針や
役割分担を協議しているか。 

全ての教職員が 

「当事者意識」 

をもって対応 

に当たる。 

保護者や地域・関係機関等との連携 

対応方針の最終決定 等 

全体調整 管理職との連携 

地域・関係機関への説明 等 

学級担任への指導・助言 

加害児童・生徒への指導 等 

情報収集 

学年主任への報告 等 

定例会議の設定 

情報の共有 等 

（１）いじめにより当該学校に在籍する児童等の
生命、心身又は財産に重大な被害が生じた
疑いがあると認めるとき。 

（２）いじめにより当該学校に在籍する児童等が
相当の期間学校を欠席することを余儀なく
されている疑いがあると認めるとき。 

※ この１８の項目は、ふれあい月間「教職員シート」（90ページ参照）に対応している。 

⇒27ページへ 

未 

対 発 

重 発 対 未 重 発 対 未 

未 発 重 対 未 発 

未 未然防止 早期発見 早期対応 重大事態への対処 発 対 重 



ポイント３   相談しやすい環境の中で、いじめから子供を守り通す  
＜教育相談体制の充実＞ 

ポイント４   子供たち自身が、いじめについて考え行動できるようにする  

保護者の理解と協力を得て、いじめの解決を図る  
＜保護者との日常からの信頼関係に基づく取組の推進＞ ポイント５   社会全体の力を結集し、いじめに対峙する  

＜地域、関係機関等との日常からの連携＞ ポイント６   

⑩児童・生徒アンケートの実施 ⑪ＳＯＳの出し方に関する教育の推進 ⑫いじめに関する授業の実施 

⑬いじめを許さない指導の徹底 

⑭合意形成や意思決定の場面の設定 

⑰地域、関係機関等との連携 ⑱重大性が高い事案への対応 

周囲の子供に気付かれることなく、安心
して悩みを記述できるように配慮する。 

いじめやいじめの疑いがある状況を認知
するための重要な参考資料とする。 

アンケート用紙は、「文書管理規則」等
に基づき、全員分を確実に保管する。 

⇒47～48ページへ ⇒30ページへ 

 いじめ総合対策 

【第２次・一部改定】下巻 

［実践プログラム編］ 

⇒29ページへ 

⇒29ページへ 

異なる意見や考えを基に、様々な解決の方法を模索した 

り、折り合いを付けたりする場面を、日常的に設定する。 

⇒21・32ページへ 

  
 

⇒36・52～54 

   ページへ 

連絡 

支援 

⇒64・75ページへ 

実施方法や質問項目は、子供の実態を踏
まえ、学校や学年ごとに検討する。 

身近にいる信頼できる大人にＳＯＳを出す 

ことができるようにする。 

○子供に対して、不安や悩みがある場合は、些
細なことでも担任や他の教職員に相談するよ
う指導しているか。 

身近にいる大人や友達がＳＯＳを受け止め、 

支援できるようにする。 

子供の不安や悩みを十分に聴き取る。 

ウェブサイト「考えよう！  

いじめ・ＳＮＳ@Ｔｏｋｙｏ」 

多様性や互いのよさを認め合える態度の育成 

授業以外で… 

部活動で 友達との関わりで 家庭生活で 

⑮基本方針の周知 

全ての教職員が分かりやすい言葉で説明 

「知らせる」のみならず、「伝わる」ように 

⇒36ページへ 

学校ホームページへの掲載 学年便りでの周知 

 年度当初の 

保護者会で 

 

で 

⑯保護者への対応方針の伝達 

・被害の子供の保護者に対して 

双方の保護者に対して  

「学校いじめ防止基本方針」の趣旨を 

丁寧に説明する。 

その上で… 

子供の安全確保、心理的ストレスや不安の
解消についての説明 等 

・加害の子供の保護者に対して 

いじめの行為を行う背景を踏まえた指導、
家庭での指導の依頼 等 

互いの子供が安心して学校生活を 

送ることができるように 
⇒63ページへ 

普段からのパートナーシップ、 

双方向の関係づくりを行う。 

被害の子供の安全を確保し、 

加害の子供の更生を図る。 

グループでの 

対話や協議 

集団での 

課題解決 

保護観察中の児童・生徒に
対する面接の実施 等 

保護者への支援・学校と
保護者のパイプ役 等 

児童・生徒及び保護者への
指導と相談 等 

犯罪行為への対応、少年相談、
補導、地域パトロール 等 

家庭状況の把握
や支援 等 

警察 学校 

例えば…  

 

 

授業で… 
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